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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 
 
（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は 1,023 億 91 百万円となりました。

前期より引き続き、経営及び事業の合理化・効率化をより一層推進し、経費の削減に努めま

した。その結果、営業損失は 4 億 37 百万円、経常損失は 10 億 37 百万円、四半期純損失は

13 億 84 百万円とそれぞれ損失幅は改善しました。 

セグメント別売上高の内訳 
（単位：百万円） 

セグメント 部  門 
前第２四半期 

連結累計期間 

当第２四半期 

連結累計期間 
前連結会計年度 

住 宅 資 材 66,544 69,598 134,862 

木 材 市 場 9,026 8,734 17,343 住宅資材 

計 75,571 78,333 152,206 

マ ン シ ョ ン 12,817 9,411 40,174 

一 戸 建 住 宅 2,582 3,656 7,047 

管 理 そ の 他 6,605 7,128 14,711 不 動 産 

計 22,004 20,196 61,932 

そ の 他 そ  の  他 3,749 3,860 8,688 

合     計 101,325 102,391 222,828 

(注) 第１四半期連結会計期間よりセグメント区分を変更しており、前第２四半期連結累
計期間については、新セグメントに組み替えて記載しております。 

【住宅資材事業】 

住宅資材事業では、平成 22 年９月の新設住宅着工戸数は 71,998 戸と持ち直しつつありま

すが、依然として低水準のまま推移しており、引き続き厳しい事業環境が続いております。 

このような環境の中、住宅資材の総合展示会「住まいの耐震博覧会」を名古屋市・仙台

市・東京都・福岡市にて開催し、住宅の耐震化に加え、低金利や住宅取得における優遇税制な

どが関心を集め、合計で 7 万人を超える来場者がありました。特に、長期優良住宅、リフォー

ム、住宅エコポイント制度、国産材による家づくり、太陽光発電など政策面での後押しのある

展示が人気を集め、エンドユーザーの需要創造に努めました。 

これらの結果、本事業の売上高は 783 億 33 百万円（前年同期比 3.7％増加）となりました。

売上高の増加と経費の削減効果により、営業利益は 4 億 85 百万円（前年同期比 172.2％増

加）となりました。 

商品別売上高 
                             （単位：百万円） 

 
前第２四半期 

連結累計期間 

当第２四半期 

連結累計期間 
前連結会計年度 

住 宅 資 材 部 門    

木 材 18,284 19,414 36,559 

プ レ カ ッ ト 材 4,703 4,647 9,486 

建材・住宅設備機器 43,557 45,536 88,817 

計 66,544 69,598 134,862 

木 材 市 場 部 門 9,026 8,734 17,343 

合     計 75,571 78,333 152,206 

 

 

 



 

 

【不動産事業】 

マンション部門では、一次取得者の皆様を中心に、当社グループの販売力の優位性を発揮

できる横浜市及び川崎市等に絞り込み、免震・強耐震構造や間取りの可変性に優れた商品の供

給に努めております。当第２四半期連結累計期間におけるマンションの新規供給戸数が前年同

期より減少したため、契約・売上計上戸数はともに減少し、当部門の売上高は、94 億 11 百万

円（前年同期比 26.6％減少）となりました。 

一戸建住宅部門では、売上計上戸数が前年同期の 68 戸から 102 戸と 34 戸増加し、売上高

は 36 億 56 百万円（前年同期比 41.6％増加）となりました。 

これらの結果、本事業の売上高は 201 億 96 百万円（前年同期比 8.2％減少）となり、営業

損失は 66 百万円（前年同期は 74 百万円）となりました。 

①マンション・一戸建住宅の契約・売上計上戸数実績 

（契約戸数実績） 
（単位：戸） 

 
前第２四半期 

  連結累計期間 

当第２四半期 

  連結累計期間 
増   減 

マ ン シ ョ ン 部 門    

首 都 圏 497 512  15 

そ の 他 172 53 △  119 

計 669 565 △  104 

一 戸 建 住 宅 部 門 102 102 － 

合    計 771 667 △  104 

（売上計上戸数実績） 
（単位：戸） 

 
前第２四半期 

連結累計期間 

当第２四半期 

連結累計期間 
前連結会計年度 

マ ン シ ョ ン 部 門    

首 都 圏 278 256 847 

そ の 他 168 22 418 

計 446 278 1,265 

一 戸 建 住 宅 部 門 68 102 192 

合    計 514 380 1,457 

②販売用不動産の内訳 

契約済を含む「完成販売用不動産」は、前連結会計年度末に比べ 13 億 46 百万円減少しま

した。建築着工中の「仕掛販売用不動産」は、マンションの建設が進んだことにより、前連結

会計年度末に比べ 77 億 73 百万円増加しました。また、着工前の「開発用不動産」は前連結会

計年度末に比べ 64 億 93 百万円減少しました。 

 
（単位：百万円） 

 
前第２四半期 

連結累計期間末 

当第２四半期 

連結累計期間末 
前連結会計年度末 

完 成 販 売 用 不 動 産 4,984 286 1,633 

仕 掛 販 売 用 不 動 産 28,618 35,761 27,988 

開 発 用 不 動 産 30,983 15,872 22,365 

合    計 64,585 51,921 51,987 

【その他の事業】 

その他の事業の売上高は 38 億 60 百万円となり、営業損失は 1 億 27 百万円となりました。 

なお、その他の事業については、セグメント区分を変更したため、対前年同期との金額比

較は記載しておりません。 



 

 

 
（２）連結財政状態に関する定性的情報 

総資産は、前連結会計年度末に比べ 21 億 59 百万円減少し、1,737 億 41 百万円となりまし

た。住宅資材事業の売上高の増加により受取手形及び売掛金が増加しましたが、投資有価証

券、現金及び預金が減少したことなどによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ 3 億 37 百万円増加し、1,364 億 83 百万円となりました。

支払手形及び買掛金、借入金は減少しましたが、社債の新規発行、マンション部門の前受金

が増加したことなどによるものです。 

純資産は、利益剰余金の減少などにより前連結会計年度末に比べ 24 億 97 百万円減少し、

372 億 58 百万円となりました。       

 

 （キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、

前連結会計年度末に比べ 51 億 17 百万円減少し、246 億 30 百万円となりました。 

営業活動による資金の減少は、売上債権が増加、仕入債務が減少したことなどにより 36 億

87 百万円となりました。 

投資活動による資金の減少は、有形固定資産の取得、貸付けによる支出などにより 22 億 61

百万円となりました。 

財務活動による資金の増加は、社債を新規発行したことなどにより 7 億 61 百万円となりま

した。 

なお、新規連結による資金の増加が1億72百万円あります。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 23 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 22 年５月 13 日に発表いたしまし   

た通期の連結業績予想の数値から変更はありません。 

 
２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

   ①簡便な会計処理 

（一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

     当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著し

い変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高

を算定しております。 

   （棚卸資産の評価方法） 

     棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却

価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

 

（繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

     繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

 

 



 

 

 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱

い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平

成 20 年３月 10 日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第 24 号 平成 20 年３月 10 日）を適用しております。 

なお、この変更による経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありませ

ん。 

②資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18

号 平成 20 年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月 31 日）を適用しております。 

これにより、営業損失、経常損失はそれぞれ 1 百万円、税金等調整前四半期純損失は 34

百万円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

71 百万円であります。 

 



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,929 30,072

受取手形及び売掛金 30,248 28,756

商品 6,407 5,666

販売用不動産 51,921 51,987

未成工事支出金 321 276

その他 3,167 3,140

貸倒引当金 △111 △6

流動資産合計 116,884 119,892

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,981 11,109

土地 31,441 31,289

その他（純額） 1,402 1,395

有形固定資産合計 43,824 43,793

無形固定資産   

のれん 21 11

その他 540 560

無形固定資産合計 561 572

投資その他の資産   

投資有価証券 6,607 7,584

その他 6,286 4,467

貸倒引当金 △423 △409

投資その他の資産合計 12,470 11,643

固定資産合計 56,857 56,009

資産合計 173,741 175,901

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 32,114 34,461

短期借入金 51,780 45,589

1年内償還予定の社債 1,900 1,300

未払法人税等 275 437

引当金 1,207 1,257

その他 9,892 7,677

流動負債合計 97,169 90,723

固定負債   

社債 3,150 900

長期借入金 22,433 30,369

引当金 1,794 1,658

資産除去債務 71 －

その他 11,863 12,494

固定負債合計 39,313 45,422

負債合計 136,483 136,145
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 22,069 22,069

資本剰余金 16,480 16,489

利益剰余金 △215 1,643

自己株式 △878 △896

株主資本合計 37,455 39,305

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △369 155

繰延ヘッジ損益 3 △3

土地再評価差額金 △384 △384

為替換算調整勘定 △988 △881

評価・換算差額等合計 △1,738 △1,115

新株予約権 3 13

少数株主持分 1,538 1,552

純資産合計 37,258 39,755

負債純資産合計 173,741 175,901
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 101,325 102,391

売上原価 88,230 89,523

売上総利益 13,094 12,868

販売費及び一般管理費 14,092 13,305

営業損失（△） △997 △437

営業外収益   

受取利息 21 16

受取配当金 104 93

持分法による投資利益 6 －

その他 178 229

営業外収益合計 310 339

営業外費用   

支払利息 928 866

持分法による投資損失 － 0

その他 50 73

営業外費用合計 979 940

経常損失（△） △1,666 △1,037

特別利益   

固定資産売却益 4 －

特別利益合計 4 －

特別損失   

固定資産除却損 24 32

投資有価証券評価損 189 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 32

特別損失合計 214 65

税金等調整前四半期純損失（△） △1,875 △1,103

法人税、住民税及び事業税 252 182

法人税等調整額 △19 106

法人税等合計 233 288

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,392

少数株主利益又は少数株主損失（△） 24 △7

四半期純損失（△） △2,133 △1,384
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △1,875 △1,103

減価償却費 805 752

のれん償却額 65 4

投資有価証券評価損益（△は益） 189 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 92 27

賞与引当金の増減額（△は減少） △190 △50

退職給付引当金の増減額（△は減少） 178 129

受取利息及び受取配当金 △125 △110

支払利息 928 866

持分法による投資損益（△は益） △6 0

有形固定資産除売却損益（△は益） 19 32

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 32

売上債権の増減額（△は増加） △47 △1,154

たな卸資産の増減額（△は増加） △496 △669

仕入債務の増減額（△は減少） △2,414 △2,841

その他 2,436 1,462

小計 △440 △2,620

利息及び配当金の受取額 122 111

利息の支払額 △908 △839

法人税等の支払額 △341 △338

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,568 △3,687

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,312 △360

有形固定資産の売却による収入 29 －

投資有価証券の取得による支出 △206 △112

貸付けによる支出 △567 △2,091

貸付金の回収による収入 1,250 361

その他 5 △59

投資活動によるキャッシュ・フロー △801 △2,261
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,075 10,395

長期借入れによる収入 1,605 2,636

長期借入金の返済による支出 △3,508 △14,775

社債の発行による収入 － 3,000

社債の償還による支出 △1,855 △150

自己株式の売却による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △3 △289

少数株主への配当金の支払額 △6 △6

その他 － △47

財務活動によるキャッシュ・フロー △693 761

現金及び現金同等物に係る換算差額 △86 △102

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,150 △5,290

現金及び現金同等物の期首残高 28,056 29,748

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 560 172

現金及び現金同等物の四半期末残高 25,467 24,630
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（５）セグメント情報 

〔セグメント情報〕 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成 21

年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20 号 平

成 20 年３月 21 日）を適用し、報告セグメントは、「住宅資材事業」、「不動産事業」としております。 

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自 平成 22 年４月１日 至 平成 22 年９月 30 日） 

                                             （単位：百万円） 

報告セグメント 
 

住宅資材 不 動 産     計 

その他 

（注） 
合計 

売 上 高                

  外 部 顧 客 へ の 売 上 高 78,333 20,196 98,530 3,860 102,391 

  セ グ メ ン ト 間 の 内 部 

    売 上 高 又 は 振 替 高 
725 92 817 545 1,363 

計 79,058 20,288 99,347 4,406 103,754 

セグメント利益又は損失(△) 485 △   66 418 △  127 290 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事事業、ソフトウェア

開発・販売事業、ホームセンター事業及びケーブルテレビ事業等を含んでおります。 

②報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 418 

「その他」の区分の損失(△) △  127 

セグメント間取引消去 99 

全社費用（注） △  827 

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △  437 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（参考情報） 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年９月 30 日） 

住宅資材 不 動 産     建築工事 消去又は 
 

事 業     事 業     事 業    

その他の 

事 業     
計 

全 社     
連 結     

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

   売 上 高                 

  (1)外部顧客に対する売上高 75,571 22,004 915 2,834 101,325        －  101,325 

  (2)セグメ ント 間の内部            

     売上高 また は振替高            
519 100 261 412 1,294  ( 1,294 ) － 

計 76,091 22,105 1,176 3,246 102,620  ( 1,294 ) 101,325 

営業利益又は営業損失(△) 178 △    74 15 10 129  ( 1,127 ) △   997 

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月 1日 至 平成 21 年９月 30 日） 

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が 90％を超えているため、記載を省略しております。 

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月 1日 至 平成 21 年９月 30 日） 

海外売上高が連結売上高の 10％未満のため、記載を省略しております。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記  

該当事項はありません。 
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